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研究成果の概要（和文）：子どもにとって良い保育とは何か。本研究では、子どもの声を聴く保育アセスメント
の理論と方法を検討した。研究の主な成果は次の3点である。第1に、子どもの声は言葉以外のサインも含み、保
育者との関係の下で具体化することを明らかにした。第2に、子どもの声を受けとる上で、可視化する方法をい
くつか提案した。第3に、子どもの権利の行使、保育における探究、保育者とともに保育を創造する、といった
側面から、子どももアセスメントの主体となることを示した。

研究成果の概要（英文）：What is the high quality for children in early childhood education and care 
(ECEC) settings ?　This study examined the theories and methods of ECEC assessment through listening
 to young children's voices. The three main findings of the study are as follows. First, it was 
founded that children's voices include non-verbal signs and materialise in relation to the ECEC 
teacher. Second, the study proposed several methods of visualisation in the reception of children's 
voices. Third, we showed that the children have agency to assess their experience in terms of 
exercising the child's rights, exploring in environment of facilites based on their own curiosities 
and interests and creating play activities together with the ECEC teacher.

研究分野：保育学・幼児教育学

キーワード： 保育の質　子どもの声　アセスメント　アクションリサーチ　就学前施設

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果では、子どもの育ちを大人が一方的な基準によって評価するのではなく、子どもが大切にしている価
値観などを踏まえて、子どもと対話的に評価する方法論を提示した。したがって、学術的意義としては、従来の
評価観に基づく方法論のオルタナティブを提示し、学習者主体のアセスメント方法を提案した点が挙げられる。
また、社会的意義については、こどもまんなか社会を目指す中で、子どもの声を世の中に反映する上で、乳幼児
の声が言葉に限らず、その他のサインにも含まれることを示し、それを受け取る大人の構えについて考察したこ
とが挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 乳幼児期の保育の質が、子どもの将来的な生活の質に影響を及ぼすことが示されたことで、
「保育の質をどのように評価するのか」の議論が世界各国で活発に行われている。そして、保育
の質をどう捉えるかについては、大別して二つの立場がある。第 1に、保育の質を客観的で普遍
的なものとして考える立場である。これは、良い保育の評価基準を策定し、各保育現場の保育が
その要件を満たしているかどうかをチェックすることで評定する。第 2に、保育の質を多様で、
主観的で、多視点からとらえられるものとして考える立場である。これは、良い保育というのを
一義的に定めることを批判し、各保育現場の文化や特性などを含めた上で、当事者である子ども、
保護者、保育者、地域の人々などの対話を通じて、実践を評価する。 
 後者については、北欧や中欧の国々を中心に、保育の受給者である保護者や子どもも保育評価
の参画者とすることを前提として、声を聴き、対話するための方法論が検討されている。たとえ
ば、イタリアのレッジョエミリアではドキュメンテーションという記録により保育を可視化し、
保護者に子どもの育ちを伝えると同時に保護者の声も聴き対話を深める方法が知られている。
また、ニュージーランドでは、ラーニングストーリー（子どもの学びの物語）という保育評価に
より、保護者や子どもとの対話を通じて、経験の意味を探求している。 
 これらの取組は、日本でも実践されつつあるが、評価としての意義は十分に見いだせていない
現状にある。そのため、保育を受ける子どもや保護者など当事者性を重視したうえで、当事者の
声を聴き、対話をもとにした新しい保育評価（多声的保育評価）を試行・提案することで、従来
の評価観の転換を迫ると共に、保育者がそれぞれの実践現場の特性を活かしながら保育の改善
に資する「やりがいのある評価」を探究することが求められる。 
 
２．研究の目的 
 以上の背景と研究課題を踏まえ、本研究では、保育の質を多様で、主観的で、多視点からとら
えられるものとする立場から、各保育現場において、保育の質の改善に資するための当事者の声
を含めた新しい保育評価を試行・開発することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、4 年の期間を設定し、国内 10 か所でのアクションリサーチに基づき、多声的保
育評価の試行・改善に取り組んだ。各保育現場でアセスメントの見直しを行い、施設が変わるプ
ロセスについて事例収集を行った。具体的には、以下のような手続きを参照に進めた。 

 
４．研究成果 
 第 1 に、アクションリサーチからこどもの声を聴く実践として、下記の循環モデルを提示し
た。まず、保育者は「子どもの声に聴
き入る」ことが求められる。これは、
ただ子どもの声を聴けばよいという
わけではない。ここには、保育者と子
どもの立ち位置が関わってくる。たと
えば、「声を聴く保育者―聴きとられ
る子ども」という関係性でいる場合、
「保育者に自分の要望を叶えてもら
おうとする子ども」が現れてくる。こ
れは、保育者と子どもの関係が、「能動
—受動」にあり、子どもたちが自ら主体
となって、保育を変えていくという状



態にはなりにくい。また、こういった関係性だと、保育者は子どもの言葉に注意が向き、言葉以
外のサインを見逃す場合がある。子どもの声とは、子どもが発する言葉のみを指すのではなく、
子ども自身の興味・関心や要求と、それを相手とのやりとりを通じて表現する行為の総体であり、
一人ひとりの子どもには違いがあることを前提に大人によって聴きとられることによって初め
て具体化するものである（松本、2021）。そこで、「自―他、内―外、能動―受動という区別を超
えたいわば相互浸透的な場」（鷲田、2015）にするうえで、他者の声を異質さに気づく経験をす
ることの重要性を明らかにした。 
 ただし、それだけでは、子どもの声を受けとめることにはならないことも示唆された。子ども
の声の異質さに気づき、その面白さを感じるためには、周辺状況まで考慮しなければならないこ
とが示された。たとえば、保育者が多忙感を感じている時や、クラスの子どもたちが落ち着かな
いときには、子どもの声に気づいてはいても、それをネガティブに受けとめることもわかった
（Matsui, 2021b）。つまり、子どもの声を聴く実践は、保育者個人の感受性や専門性のみならず、
勤務状況など保育施設の構造の質も問い直す必要があることが示唆された。 
 第 2 に、子どもの声を可視化する方法を提案したことである。日本の文脈における写真投影
法、ドキュメンテーション、ラーニングストーリー、SICS などアクションリサーチを通して、
どういった特徴の園でどういったアレンジを加えて実践をしたのか、変容のプロセスを分析す
ることでアセスメントの本質を探究した。一例として、写真投影法について述べる。写真投影法
とは、クラーク（Clark, A.）ら（2001）によって提唱されたモザイクアプローチの一方法で、
写真という媒体を通して、子どもの見方や感性を読み取る。具体的には、子どもがカメラを持っ
て、自身の生活している施設で自分の好きな場所や遊び場の写真を撮影し、その写真を保育者と
一緒に見ながら対話をすることで、子どもたちが生活環境に対してどのような思いを持ってい
るのかを探るものである。この実践では、砂場の写真を撮影した男児の「水を運ぶのが好きだか
ら」という理由を聴きとることで、保育者は水を運ぶこと自体を楽しむという感覚の子どももい
るということに気づいたことが明らかになり、自身の価値観とは異なる子どもの存在を意識す
ることに繋がった（Matsui,2021a）。このように、子どもの声を意識する段階では、写真投影法
のような方法が有用であることが示唆されたが、子どもの声が聴こえてくるような段階に移行
したときには用いられなくなったことから、保育者の構えの変容によって、有用な方法論も変化
することが示唆された。 
 第 3に、子どもの声を聴くアセスメントを通して、子どもたちの保育活動への参入のあり方が
揺れ動くことである。たとえば、子どもたちが自らの意見を保育者に述べるという行為を通して、
子どもたちが意見表明権を行使する立場になることがある。また、そういった参入の仕方だけで
はなく、子どもたちがそれぞれの関心や興味に基づいて保育施設の環境に疑問をもち、自らの考
えを伝えあいながら疑問に対する探究をすることもある。そして、従来であれば、保育者が計画
して決めていた保育活動や行事を子どもたちとともに計画することで、生活を創造するような
立ち位置になることもあり得る。このような参入のあり方が様々に存在することをアクション
リサーチの事例を通して明らかにした。 
 本研究では、保育現場における評価観のオルタナティブを提示したことが大きな成果といえ
る。従来の評価は、「大人が評価の基準となるものさしを設けること」と「そのものさしのもと
で子どもの能力の有無を測定すること」が常識であった。本研究における子どもの声を聴く実践
は、従来の評価観とは異なり、「ものさし」を子どもとともに考えることと、子どもが望む経験
ができる保育施設を子どもとともに創ることが可能であることを示唆した点が重要な成果であ
る。こういった評価の提案は、次の点で今後の保育実践に影響を与えることが考えられる。 
まず、従来の思考フレームに疑問を投げかけることである。現在、マネジメントの観点から、
保育の見直しでは、PDCA サイクルが採用されることが多い。この PDCA サイクルは大人の思考の
手順を示したフレームであり、子どもが入る余地は設けられていない。しかし、子どもの声を聴
く実践では、大人の計画通りには進まないこともあれば、大人の評価軸とは違う価値を子どもが
持っている場合もある。このように、従来の思考フレームとは異なる形で保育実践の見直しがな
されることが考えられる。 
次に、水平的多様性を促進することである。子どもの声を聴くという行為には、「一人ひとり
異なる声（多声性）が尊重されている」ことが前提となる。本田（2020）は、日本において望ま
しいとされる人間像は、垂直的序列化と水平的画一化の組み合わせを特徴とするシステムによ
って広がりを見せたと述べている。垂直的序列化とは、「相対的で一元的な能力に基づく選抜・
選別・格づけ」を意味し、水平的画一化とは、「特定のふるまい方や考え方を全体に要請する圧
力」を意味する。この垂直的序列化と水平的画一化が組み合わさると、「ものさし」を一つに絞
り、それに子どもたちを同調させるという現象が起こり、異質な他者を尊重し、新しい発想や挑
戦を受け入れ称賛するような柔軟性に逆行することが指摘されている。そして、これらのオルタ
ナティブとして、互いに質的に異なるさまざまな存在が、顕著な優劣なく並存している状態であ
る「水平的多様性」が主張されている（本田、2020）。子どもの声を聴く実践は、子どもの評価
軸を多様にするという点で、水平的多様性を促進することが示唆される。 
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